
Title 言語資料としての『西籍慨論』諸本 : ジャ・ダの使
用傾向と改変

Author(s) 市地, 英

Citation 語文. 2022, 118, p. 28-43

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/95231

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



語文118（2022・6　大阪大学国語国文学会）

言
語
資
料
と
し
て
の
『
西
籍
慨
論
』
諸
本

―
ジ
ャ
・
ダ
の
使
用
傾
向
と
改
変

―

市　
　

地　
　
　
　
　

英

一
・
は
じ
め
に

平
田
篤
胤
（
一
七
七
六
―
一
八
四
三
）
は
寛
政
七
〈
一
七
九
五
〉
年
に
秋

田
藩
を
脱
藩
し
江
戸
に
出
た
後
、
文
化
六
〈
一
八
〇
九
〉
年
か
ら
古
道
の
講

説
活
動
を
開
始（

（
（

し
た
。
そ
の
講
説
を
門
人
等
が
筆
記
し
た
と
す
る
数
々
の
講

本
が
残
さ
れ
て
い
る
。『
西せ

い

籍せ
き

慨が
い

論ろ
ん

』
は
、
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
近
世
後
期

教
養
層
の
講
説
の
口
ぶ
り
を
伝
え
る
口
語
資
料
と
さ
れ
る（

（
（

（
二
を
参
照
）。

篤
胤
講
本
は
江
戸
共
通
語
と
現
代
共
通
語
と
の
連
続
性
を
検
討
す
る
重
要

な
資
料
だ
が
、篤
胤
講
本
を
資
料
と
し
た
言
語
研
究（
木
坂
一
九
八
八
ａ
、安

道
一
九
九
六
な
ど
）
で
は
、『
西
籍
慨
論
』
が
調
査
対
象
に
さ
れ
な
い
こ
と
が

あ
る
。『
西
籍
慨
論
』
は
、
近
世
期
に
写
本
・
木
活
字
本（

（
（

な
ど
異
本
が
流
布
し
、

気
吹
屋
か
ら
は
明
治
三
〈
一
八
七
〇
〉
年
の
板
本（

（
（

（
以
下
、
明
治
刊
本
と
呼

ぶ
）
ま
で
公
式
に
出
版
さ
れ
な
い（

（
（

。
こ
の
た
め
、
言
語
資
料
と
し
て
ど
の
本

が
適
切
か
見
当
を
つ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
、
忌
避
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
平
田
国
学
の
受
容
史
研
究
で
は
『
西
籍
慨
論
』
の
異
本
調
査

が
行
わ
れ
、
近
世
期
に
気
吹
舎
に
よ
り
『
西
籍
慨
論
』
の
写
本
（
以
下
、
清

書
本（

（
（

と
呼
ぶ
）
が
頒
布
さ
れ
た
こ
と
や
、
木
活
字
本
は
海
賊
版
だ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
る（
中
川
二
〇
〇
五
、
吉
田
二
〇
一
二
）。
こ
う
し
た
研
究

を
参
照
し
、
本
文
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
言
語
資
料
と
し
て
の
位
置
づ
け

を
試
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、『
西
籍
慨
論
』
の
自
筆
稿
本
『
漢
学
大
意
』
と
、
清

書
本
・
木
活
字
本
・
明
治
刊
本
と
流
布
し
た
本
の
成
立
背
景
を
踏
ま
え
、
本

文
の
比
較
を
し
、
資
料
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
調
査
で
は
、
漢
籍
国
字
解
の

異
本
に
お
い
て
使
用
差
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ
・
ダ
に
注
目
し
、
言
語
資

料
と
し
て
の
史
的
位
置
づ
け
を
目
指
す
。

二
・
先
行
研
究

ま
ず
、
篤
胤
講
本
を
調
査
資
料
と
し
た
近
世
後
期
教
養
層
の
言
語
研
究
に

つ
い
て
述
べ
る
。
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後
藤（
一
九
七
八
）は
篤
胤
講
本
に
表
れ
る
デ
ア
リ
マ
ス
に
着
目
し
て
、
近

世
後
期
の
講
説
と
現
代
共
通
語
の
連
続
性
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

篤
胤
講
本
の
自
筆
稿
本
八
点（

（
（

の
残
存
を
指
摘
し
、
一
部
の
自
筆
稿
本
と
流
布

本
の
本
文
比
較
結
果
に
触
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、『
出
定
笑
語
』
の
自
筆
稿
本

『
佛
道
大
意
』
に
講
義
年
が
繰
り
返
し
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
同
じ

演
題
・
内
容
の
講
義
を
同
じ
講
義
ノ
ー
ト
に
よ
り
何
度
か
行
っ
て
」

（p.146

）
い
る
こ
と
や
、『
出
定
笑
語
』
流
布
本
に
は
講
義
年
の
異
な
る
異
本

が
あ
る
こ
と
、『
出
定
笑
語
』
自
筆
稿
本
及
び
講
本
に
は
「
細
か
い
文
末
の
言

い
廻
し
等
に
若
干
の
差
異
」（p.145

）
が
み
ら
れ
、『
悟
道
辨
』（
上
下
、
文

化
八
年
）
と
そ
の
自
筆
稿
本
『
悟
道
談
弊
』
に
は
更
に
そ
の
差
が
多
い
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
複
数
の
講
本
に
お
け
る
デ
ア
リ
マ
ス
を
見

渡
す
こ
と
が
主
目
的
の
論
考
で
あ
る
た
め
、
諸
本
の
言
語
資
料
と
し
て
の
位

置
づ
け
は
行
っ
て
い
な
い
。

木
坂
（
一
九
八
八
ａ
）
で
は
近
世
後
期
～
近
代
に
お
け
る
講
述
体
文
章
の

性
格
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
『
悟
道
辨
』、『
古
道
大
意
』（
上
下
、
文
化
一

〇
年
）
の
文
末
形
式
等
の
調
査
を
行
い
、
講
述
体
の
位
置
づ
け
を
行
う
。
安

道
（
一
九
九
六
）
で
は
篤
胤
講
本
に
お
け
る
ジ
ャ
・
ダ
等
文
末
表
現
に
つ
い

て
、
現
代
共
通
語
と
の
関
連
を
検
証
す
る
た
め
に
取
り
上
げ
る

（
（
（

。
ヂ
ャ
を
優

勢
と
す
る
の
は『
志
都
能
石
屋
』『
古
道
大
意
』『
俗
神
道
大
意
』、
ダ
を
優
勢

と
す
る
の
は
『
歌
道
大
意
』『
玉
た
す
き
』
と
い
う
、
篤
胤
講
本
ご
と
の
違
い

を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
う
ち
『
歌
道
大
意
』
は
東
国
出
身
者（

（
（

に
よ
る
清
書

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
清
書
段
階
で
の
ダ
の
混
入
を
指
摘
す
る（

（1
（

。
木
坂
（
一
九

八
八
ａ
）、
安
道
（
一
九
九
六
）
で
は
『
西
籍
慨
論
』
を
調
査
資
料
に
選
択
し

な
い
。
確
実
に
近
世
後
期
に
出
版
さ
れ
た
講
本
を
選
定
し
た
た
め
で
あ
ろ
う

が
、
理
由
の
明
記
は
な
い
ま
ま
除
外
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、『
西
籍
慨
論
』
講
本
を
言
語
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
す
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
点
に
注
目
す
べ
き
か
。『
唐
詩
選
国
字
解
』（
天
明
二
年
〈
一
七

八
二
〉
版
な
ど
）
の
異
本
を
調
査
し
た
浅
川
（
二
〇
一
三
）
で
は
、
口
語
資

料
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
『
唐
詩
選
国
字
解
』
が
宇
野
東
山
の
『
唐

詩
国
字
弁
』（
明
和
三
〈
一
七
六
六
〉
年
刊
な
ど
）、『
唐
詩
選
諺
解
』（
明
和

四
年
刊
な
ど
）
の
本
文
を
増
補
改
訂
し
、
嵩
山
房
の
小
林
高
英
が
更
に
手
を

加
え
た
も
の
と
位
置
付
け
た
。
ま
た
『
唐
詩
選
国
字
解
』
で
は
文
末
が
デ
ア

ル
体
に
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
天
明
二
年
版
で
は
ダ
だ
っ
た
箇
所
が
寛
政

三
年
版
で
は
ジ
ャ
に
訂
正
さ
れ
、
ダ
の
使
用
が
忌
避
さ
れ
る
傾
向
を
指
摘
す

る
。
こ
れ
は
、『
唐
詩
選
国
字
解
』
に
限
ら
な
い
傾
向
で（

（1
（

、
編
集
意
図
次
第
で

本
文
の
表
現
に
手
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

近
世
後
期
の
江
戸
に
お
け
る
指
定
表
現
の
ジ
ャ
と
ダ
は
、
文
学
作
品
の
調

査
で
上
流
層
・
教
養
層
が
ジ
ャ
を
使
用
し
、
ダ
は
下
層
の
人
々
が
使
用
す
る

傾
向
が
み
ら
れ
る（

（1
（

一
方
、
ダ
の
使
用
層
の
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の

こ
と
か
ら
、
篤
胤
講
本
の
時
期
は
、『
唐
詩
選
国
字
解
』
の
時
期
よ
り
も
、
ダ

が
共
通
語（

（1
（

と
し
て
の
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
た

だ
し
、
明
治
初
期
の
講
本
に
は
ジ
ャ
を
専
用
と
す
る
も
の
が
あ
り（

（1
（

、
ジ
ャ
が

講
義
者
＝
教
養
層
の
こ
と
ば
と
い
う
位
相
差
は
明
治
期
に
も
通
用
す
る
。
出

版
者
の
方
針
次
第
で
『
唐
詩
選
国
字
解
』
異
本
の
よ
う
に
ダ
と
ジ
ャ
が
書
き

換
え
ら
れ
る
事
例
を
、
篤
胤
講
本
の
異
本
に
も
考
慮
す
べ
き
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
数
多
く
の
異
本
が
あ
る
『
西
籍
慨
論
』
は
諸
本
の
成
立
背
景
の
確
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認
が
不
可
欠
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
中
川
（
二
〇
〇
五
）
に
依
拠
し
、
明
治

刊
本
ま
で
に
『
西
籍
慨
論
』
に
如
何
な
る
本
が
広
ま
っ
て
い
た
の
か
整
理
す

る
（
（1
（

。

三
・『
西
籍
慨
論
』
の
成
立
及
び
流
布
に
つ
い
て

『
西
籍
慨
論
』
に
は
自
筆
稿
本
が
残
存
し
、『
漢
学
大
意
』
と
名
付
け
ら
れ

て
い
る
。
文
化
八
年
に
は
成
立
し
て
い
た（

（1
（

と
さ
れ
て
い
る
。

中
川
（
二
〇
〇
五
）
に
よ
る
と
、
文
化
一
〇
年
の
平
田
塾
著
述
書
目
「
菅

能
屋
先
生
著
述
書
目
」
に
は
「
西
籍
慨
論　

五
巻
追
刻
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
初
、『
西
籍
慨
論
』
を
出
版
す
る
計
画
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
幕
府

に
警
戒
さ
れ
て
い
た
た
め
、
儒
学
批
判
を
主
題
と
す
る
『
西
籍
慨
論
』
の
出

版
は
控
え
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る（

（1
（

。
篤
胤
の
没
（
天
保
一
四
〈
一
八
四
三
〉
年
）

後
、
門
人
に
は
篤
胤
の
著
述
書
目
が
配
布
さ
れ
、『
西
籍
慨
論
』
は
写
本
（
＝

清
書
本
）
で
頒
布
さ
れ
た（

（1
（

。

安
政
五
〈
一
八
五
八
〉
年
、
平
田
塾
の
許
可
を
得
ず
に
木
活
字
本
が
流
通

し
た
。
見
返
に
「
捃
霞
堂
藏
」「
捃
露
堂
藏
」
と
書
肆
ら
し
き
名
が
あ
る
が
、

中
川
氏
は
実
在
す
る
書
肆
で
は
な
い
と
す
る
。
吉
田
（
二
〇
一
二
）
は
『
気

吹
舎
日
記
』
の
記
録
か
ら
、
木
活
字
本
が
出
版
さ
れ
た
際
、
そ
れ
に
つ
い
て

書
肆
岡
田
屋
が
平
田
銕
胤
の
も
と
に
謝
罪
に
来
た
こ
と
、
上
方
（
河
内
屋
嘉

兵
衛
）
で
も
木
活
字
本
が
出
版
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

い
わ
ば
、
木
活
字
本
は
営
利
目
的
に
よ
る
海
賊
版
だ
っ
た（

（2
（

。

明
治
維
新
後
、
銕
胤
の
働
き
に
よ
り
、
官
許
で
明
治
三
年
一
〇
月
に
明
治

刊
本
の
出
版
に
至
る
。

以
上
、
中
川
（
二
〇

〇
五
）
に
基
づ
い
て

『
西
籍
慨
論
』
の
明
治

刊
本
ま
で
の
流
布
の
状

況
を
図
示
す
る
と
図
１

の
よ
う
に
な
る
。

気
吹
舎
公
式
本
は
清

書
本
及
び
明
治
刊
本
で

あ
る
。
清
書
本
の
時
点

で
「
門
人
等
筆
記
」
と
、

講
述
筆
記
の
体
裁
を
と

る
。
安
政
五
年
に
現
れ

た
木
活
字
本
は
、
清
書
本
を
原
本
と
し
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
中
川

氏
は
木
活
字
本
の
異
本
を
八
種
類
挙
げ
る
が
、
平
仮
名
本
と
片
仮
名
本
が
存

す
る
。
複
数
回
に
渡
っ
て
組
版
・
流
布
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

明
治
刊
本
は
、
上
巻
末
尾
の
銕
胤
の
言
で
「
モ
ト
ハ
先
人
ノ
漢
学
大
意
ト

名
ヅ
ケ
テ
。唯
少
カ
講
説
ノ
覚
書
ニ
テ
。後
ニ
好
ク
文
章
ヲ
カ
キ
整
ヘ
テ
。西

籍
慨
論
ト
為
ス
ベ
キ
下
構
ヘ
ニ
。
セ
ラ
レ
タ
ル
物
ナ
リ
シ
ヲ
。
其
事
ノ
成
ラ

ザ
ル
内
ニ
。
イ
ツ
ト
ナ
ク
。
今
ノ
如
ク
ハ
成
タ
ル
ナ
リ
。」（
傍
線
は
筆
者
に

よ
る
）
と
あ
る
。「
下
構
ヘ
」
＝
清
書
本
と
し
て
成
立
し
た
『
西
籍
慨
論
』
を

も
と
に
刊
本
が
作
成
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

以
上
を
踏
ま
え
、
次
章
で
は
調
査
資
料
の
書
誌
情
報
と
、
異
本
の
本
文
の

系
統
に
つ
い
て
述
べ
る
。

図
1
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題名 編著者 大きさ・巻数
【巻】丁数

行数
（×字数） 本文表記 備考 所蔵 請求記号

Ａ
自
筆
稿
本

漢学大意
（外題）

大本3巻
【一】36丁
【一下】45丁
【二】58丁

12～13行
10 行：【一
下】24丁オ
～ 43 丁ウ、

【二】8丁ウ
～12丁ウ

漢字平仮名交じり文。
漢字は行草書体、朱
点が付される、朱や
墨による書き込み・
訂正あり。一下の 24
丁オ～ 43 丁ウの漢字
は楷書体、紺点・朱
点が付される、朱によ
る書き込み・訂正あ
り。二の8丁ウ～12丁
ウも漢字は楷書体、
紺点・朱点が付され
る。

写本
文体：本文全体はデアル体の口
語文だが、一下の24丁オ～43丁
ウ及び二の8丁ウ～12丁ウは文
語文である。一下では、朱で文
語を口語に直してある。
体裁：各巻に「秋田圖書館」の
型押しがしてある香色の表装が
施され、その題簽に「平田篤胤

（眞筆）/漢學大意」と墨書され
ている。また、反故紙の紙背に
記述されており、訂正・増補の
付箋が付けられている。

秋田公文書
館

貴10-1
～3

Ｂ
清
書
本

① 西籍慨論
講本

（内題）

平田先生
講談　門
人等筆記

半紙本4巻
【一の巻】42丁
【二の巻】48丁
【三の巻】52丁
【四の巻】40丁

10行 漢字平仮名交じり
文。朱による書き込
みがある。句点「。」
が付く。漢文に返り
点が付く。振り仮名
及び一部の語は片
仮名。朱による書き
込みがある。

写本
奥書：此儒道大意は文化八年と
いふ歳我父の三十六歳の時講説
せられたるを弟子等の筆記し者
にて其後久敷考へもせすて打捨
おかれたるにてそのままゝ人に
見すへきものならすといかにこ
へともゆるされさりつるをいか
ていかてこひ給る人の多くをは
こゝら中清書はしつれと誠に草
稿とも草稿なる物なれは其こゝ
ろして見給へと銕胤主より一部
おくりおこされつれはふたつな
き□（稿者注：虫損）宝と文庫
をさめおくるなれ　嘉永五年壬
子六月　栄樹園主羽多野敬雄

豊橋市図書
館羽田八幡
宮文庫

121.2/35
/1-
121.2
/35/4

② 西籍慨論
講本

（内題）

平田先生
講談　門
人等筆記

半紙本4巻
【一の巻】42丁
【二の巻】48丁
【三の巻】52丁
【四の巻】40丁

10行 漢字平仮名交じり
文。朱による書き込
みがある。句点「。」
が付く。漢文に返り
点が付く。振り仮名
及び一部の語は片
仮名。

写本
蔵書印：「蔵書物主／西川善六」

「武迺屋／神學場」「西川／吉
介」が捺されており、いずれも
西川吉輔のものである。

岡島昭浩先生（大阪
大学）架蔵

Ｃ
平
仮
名
木
活
字
本

① 西籍論講
慨本

（内題）

平田生先
講談門人
及傳聞人
䓁書記

大本4巻
【巻之一】48丁
【巻之二】54丁
【巻之三】58丁
【巻之四】45丁

10行×21字
（巻之一の 1
丁オL4まで
22字）

漢字平仮名交じり
文。カタカナが混ざ
る。濁点・句読点・
振り仮名なし。

木活字本
一の巻見返し：安政五戌午春新
雕 / 西籍慨論 / 㠯活字百部際絶
板/捃霞堂藏

関西大学図
書館所蔵

L123 
100 
6147-
L123 
100 
6150

② 西籍慨論
講本

（内題）

平田先生
講談門人
及傳聞人
等筆記

大本3巻
【巻之一】48丁
【巻之二】54丁
【巻之三】58丁
（巻之四欠）

10行×21字 漢字平仮名交じり
文。片仮名が混ざ
る。濁点・句読点・
振り仮名なし。

木活字本
一の巻見返し：安政五戌午春新
雕 / 西籍慨論 / 㠯活字百部際絶
板/捃霞堂藏

岡島昭浩先生（大阪
大学）架蔵

③ 西籍慨論
講本

（内題）

平田先生
講談門人
及傳聞人
等 筆 記

（巻之四は
平田先生
講談門人
及傳聞人
等書記）

大本4巻
【巻之一】48丁
【巻之二】54丁
【巻之三】58丁
【巻之四】45丁
※四は10丁ま
で関西大学図
書館本と組版
が異なる。

10 行 × 21
字

漢字平仮名交じり
文。片仮名が混ざ
る。濁点・句読点・
振り仮名なし。朱に
よる書き込みあり。

木活字本
一の巻見返し：安政五戌午春新
雕 / 西籍慨論 / 㠯活字百部際絶
板/捃霞堂藏
四の巻裏表紙見返し：朱書きで

「此書は伊吹能屋大人ノ三十六
歳ノ時ニ文化八年ニ講説シ給へ
るを弟子たちの筆記したるもの
なりとそ」と書き込まれる。
本文：本文全体に渡る朱による書
き込みは清書本との校合である。

北海道大学
図書館

一般デジ
タル
181.12/
HI

Ｄ
片
仮
名
木
活
字
本

① 西籍慨論
（内題）

平田先生
講談門人
及傳聞人
等書記

半紙本4巻
【巻之一】42丁
【巻之二】47丁
【巻之三】51丁
【巻之四】40丁

10 行 × 23
字

漢字片仮名交じり
文。濁点・句読点・
振り仮名なし。

木活字本
一の巻見返し：安政五戌午新雕
/ 西籍慨論 / 㠯活字百部際絶板　
捃霞堂藏

東大教養一
高文庫

一：ち：
４

② 西籍慨論
（内題）

平田先生
講談門人
及傳聞人
等書記

半紙本4巻
【巻之一】40丁
【巻之二】45丁
【巻之三】48丁
【巻之四】38丁

11 行 × 22
字

漢字片仮名交じり
文。濁点・句読点・
振り仮名なし。

木活字本
一の巻見返し：安政五戌午新雕
/ 西籍慨論 / 㠯活字百部際絶板　
捃露堂藏

蓬左文庫 8-196

Ｅ
明
治
刊
本

西籍慨論
講本

（内題）

平田先生
講談　門
人等筆記

半紙本3巻
【上之巻】序 6
丁、端書1丁、
本文58丁

【中之巻】51丁
【下之巻】51丁

10行 漢字片仮名交じり
文。句点「。」が付
く。漢文に返り点が
付く。振り仮名は片
仮名。

板本
刊記なし
出版者：但馬屋久兵衛（印によ
る）
出版年：明治三年（序文による）

国立国会図
書館

W23-H1
～H3

表１　『西籍慨論』調査資料書誌情報（単線・二重線の下線は稿者による）
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四
・
調
査
資
料
と
異
本
本
文
の
系
統
に
つ
い
て

本
章
で
は
、
Ａ
自
筆
稿
本
と
、
Ｂ
清
書
本
二
種
、
Ｃ
木
活
字
の
平
仮
名
本

三
種
、
Ｄ
木
活
字
の
片
仮
名
本
二
種
、
Ｅ
明
治
刊
本
一
種
の
計
九
種（

（2
（

を
取
り

上
げ
、
書
誌
情
報
及
び
、
本
文
の
系
統
関
係
を
確
認
す
る
。

四
・
一
・
調
査
資
料
の
書
誌
情
報

表
１
に
調
査
資
料
の
書
誌
情
報（

（2
（

を
示
す
。
注
目
点
に
下
線
を
引
い
た
。

Ａ
自
筆
稿
本
『
漢
学
大
意
』
は
、
後
藤
（
一
九
七
八
）
に
お
い
て
『
佛
道

大
意
』
に
確
認
さ
れ
た
日
付
の
訂
正
の
よ
う
な
痕
跡
や
奥
書
は
な
く
、
講
義

ノ
ー
ト
か
定
か
で
は
な
い
。
付
箋
に
よ
る
文
章
の
増
補
・
注
記
や
、
一
、
一

下
の
途
中
に
、
ほ
か
の
部
分
よ
り
明
ら
か
に
端
正
な
表
記
に
よ
る
文
語
文
の

草
稿
が
綴
じ
ら
れ
て
お
り
、
成
立
以
後
、
繰
り
返
し
増
補
・
再
編
成
を
経
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
文
語
文
の
草
稿
は
、
発
表
予
定
だ
っ
た
別
稿
を
組
み

込
ん
だ
と
み
ら
れ
、
Ｂ
清
書
本
・
Ｅ
明
治
刊
本
で
は
、
口
語
表
現
に
置
き
換

え
た
本
文
に
な
っ
て
い
る（

（2
（

。

夙
に
中
川
（
二
〇
〇
五
）
で
「
塗
抹
訂
正
の
箇
所
が
多
い
が
、
講
釈
の
骨

格
は
後
の
清
書
本
や
版
本
に
同
じ
」（p.85

）
と
述
べ
ら
れ
る
通
り
、
Ａ
自
筆

稿
本
は
気
吹
舎
公
式
の
Ｂ
清
書
本
や
Ｅ
明
治
刊
本
の
源
流
と
い
え
る
。

・
Ａ
本
の
本
文
の
ほ
と
ん
ど
を
Ｂ
類
本
、
Ｅ
類
本
が
持
つ（

（2
（

。

・�

Ａ
本
に
数
多
く
あ
る
欄
外
の
書
き
込
み
や
、
一
下
の
末
尾
に
付
さ
れ
て

い
る
「
風
流
志
道
軒
傳（

（2
（

」
の
抜
粋
が
Ｂ
類
本
・
Ｅ
類
本
本
文
の
し
か
る

べ
き
位
置
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

・
Ａ
本
で
墨
で
囲
っ
た
本
文
を
Ｂ
類
本
・
Ｅ
類
本
か
ら
除
い
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
Ｂ
類
本
・
Ｅ
類
本
は
Ａ
本
か
ら
整
え
た
文
章
を
持
つ
と
い
え
る
。

ま
た
、
Ａ
本
、
Ｂ
類
本
、
Ｅ
類
本
の
本
文
位
置
を
対
照
し
た
表
２
か
ら
分
る

通
り
、
Ｂ
類
本
の
四
の
巻
二
十
一
丁
オL4

～
四
十
丁
オL4

、
Ｅ
類
本
の
下

二
上

一
下

Ａ
自
筆
稿
本
（
文
語
）

自
筆
稿
本
の
文
語
文
に
該
当
す
る
範
囲

二
上

二
上

二
上

一
下

一
下

一
上

Ａ
自
筆
稿
本

八
丁
ウ
Ｌ
１
～
十

三
丁
ウ
Ｌ
９

二
十
三
丁
オ
Ｌ
１
～

四
十
二
丁
ウ
Ｌ
６

三
十
八
丁
オ
Ｌ
１
～

五
十
四
丁
オ
Ｌ
１
２

二
十
五
丁
オ
Ｌ
８
～

三
十
七
丁
ウ
Ｌ
１
０

一
丁
オ
Ｌ
１
～
二

十
五
丁
オ
Ｌ
７

十
九
丁
オ
Ｌ
１
～

四
十
二
丁
ウ
Ｌ
６

一
丁
オ
Ｌ
２
～
十

八
丁
ウ
Ｌ
１
３

一
丁
オ
Ｌ
１
～
三

十
五
丁
オ
Ｌ
６

三
の
巻

二
の
巻

Ｂ
清
書
本

四
の
巻

四
の
巻

三
の
巻

三
の
巻

二
の
巻

二
の
巻

一
の
巻

Ｂ
清
書
本十

丁
ウ
Ｌ
４
～
十

三
丁
ウ
Ｌ
１
０

二
十
七
丁
ウ
Ｌ
１
０
～

四
十
八
丁
オ
Ｌ
１
０

二
十
一
丁
オ
Ｌ
４

～
四
十
丁
オ
Ｌ
４

一
丁
オ
Ｌ
３
～
二

十
一
丁
オ
Ｌ
３

三
十
三
丁
オ
Ｌ
７

～
五
十
二
丁
オ
Ｌ
８

一
丁
オ
Ｌ
１
～
三

十
三
丁
ウ
Ｌ
６

二
十
一
丁
ウ
Ｌ
４
～

四
十
八
丁
オ
Ｌ
１
０

一
丁
オ
Ｌ
３
～
二

十
一
丁
ウ
Ｌ
２

一
丁
オ
Ｌ
３
～
四

十
二
丁
ウ
Ｌ
６

中 中 Ｅ
明
治
刊
本

下 下 下 中 中 上 上 Ｅ
明
治
刊
本

三
十
一
丁
ウ
Ｌ
１
～

三
十
四
丁
ウ
Ｌ
３

六
丁
ウ
Ｌ
２
～
二
十

三
丁
ウ
Ｌ
９

三
十
四
丁
ウ
Ｌ
３
～

五
十
一
丁
オ
Ｌ
１
０

十
七
丁
オ
Ｌ
４
～
三

十
四
丁
ウ
Ｌ
３

一
丁
オ
Ｌ
３
～
十
七

丁
オ
Ｌ
４

二
十
三
丁
ウ
Ｌ
９
～

五
十
一
丁
ウ
Ｌ
９

一
丁
オ
Ｌ
１
～
二
十

三
丁
ウ
Ｌ
９

三
十
八
ウ
Ｌ
９
～
五

十
七
丁
オ
Ｌ
２
（
五
十

七
丁
オ
Ｌ
３
～
五
十

八
丁
ウ
平
銕
胤
跋
文
）

一
丁
オ
Ｌ
３
～
三
十

八
丁
ウ
Ｌ
８

表２　自筆稿本・清書本・明治刊本対照表
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巻
三
十
四
丁
ウL3

～
五
十
一
丁
オL10

に
相
当
す
る
本
文
（
木
活
字
本
に
は

存
在
す
る
）
が
Ａ
本
に
は
な
い
。

Ｂ
類
本
気
吹
舎
頒
布
の
写
本
に
は
、
羽
田
八
幡
宮
文
庫
所
蔵
の
清
書
本
①

及
び
西
川
吉
輔
旧
蔵
の
清
書
本
②
が
確
認
で
き
た
。
両
本
は
瓜
二
つ
で
、
文

の
配
置
か
ら
丁
数
ま
で
同
等
の
本
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
類
本
①
②
③
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
活
字
セ
ッ
ト
に
よ
る
組
版
違
い
の
異

本
で
あ
る
。
①
は
巻
之
一
の
内
題
が
「
西
籍
論
講
慨
本
」
と
組
ま
れ
て
お
り
、

一
丁
オ
の
四
行
目
ま
で
二
二
字
で
組
版
さ
れ
て
い
る
が
、
二
丁
以
降
は
ほ
か

の
木
活
字
本
と
同
じ
組
版
で
あ
る
。
巻
之
二
、
巻
之
三
は
①
②
③
に
共
通
し

て
同
じ
組
版
で
あ
る
。
②
は
巻
之
四
を
欠
き
、
①
と
③
巻
之
四
は
最
初
の
十

丁
の
組
版
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
十
一
丁
以
降
は
同
じ
組
版
で
あ
る
。

Ｄ
類
本
は
、
①
二
三
字
×
一
〇
行
、
②
二
二
字
×
一
一
行
で
、
組
版
は
も

と
よ
り
、
そ
も
そ
も
の
活
字
セ
ッ
ト
が
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。

Ｅ
明
治
刊
本
は
上
中
下
の
三
巻
本
で
あ
り
、
Ｂ
清
書
本
の
本
文
を
引
き
継

ぎ
、
四
巻
本
を
再
構
成
し
て
い
る
。

編
著
者
に
注
目
す
る
と
、
Ｂ
清
書
本
、
Ｅ
明
治
刊
本
に
は「
門
人
等
筆
記
」

と
あ
る
が
、
木
活
字
本
は
「
門
人
等
」
の
後
に
二
重
線
部
「
傳
聞
人
」
が
活

字
で
組
み
込
ま
れ
、「
筆
記
」
を
「
書
記
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
特
に
「
傳

聞
人
」
は
、
木
活
字
本
で
付
け
加
え
ら
れ
た
文
句
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

四
・
二
・
異
本
に
お
け
る
本
文
の
相
違
と
関
係

次
に
異
本
の
本
文
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
、
Ａ
自
筆
稿
本
、
Ｂ

類
本
①
②
、
Ｃ
類
本
①
②
、
Ｄ
類
本
①
②
、
Ｅ
明
治
刊
本
の
一
丁
オ
九
行
目

（
Ａ
本
は
他
本
の
一
丁
オ
に
相
当
す
る
八
行
目
ま
で
）の
本
文
を
比
較
し
、
確

認
し
た
い
。
次
に
引
用
す
る
本
文
は
、
変
体
仮
名
をIPA

m
j

明
朝
で
近
い
字

体
に
よ
っ
て
文
字
起
こ
し
し
、
合
字
は
［　

］
で
囲
ん
だ
。
行
移
り
は
／
で

表
し
た
。
注
目
す
る
語
句
・
表
記
に
傍
線
及
び
番
号
を
振
っ
た
（
Ａ
本
の
文

字
起
こ
し
に
つ
い
て
は
注（

（2
（

も
参
照
）。

🄰
▼
自
筆
稿
本

さ
て
、
今
日
よ
り
、
三
日　

間
⑴

と
き
ま
〈
申
〉

事

、
記

お
き
ま⑵　

る
／
と
ふ
り
、
儒
道
の
大
意
で
、
則
、
漢
学
の

ま
〈
ま

国

〉、

い

る
、
開
闢
よ⑶

り
致　

て
、
／
定
ま⑷

れ
る
君

く
、
歴
代
と
申⑸

て
、
周

の
代
ﾞ

秦
と

り
、
秦
の
代
ﾞ

漢
と
／　
　

り

⑹

〈

り
代
つ
て
〉、
そ
の
、

清
と
い
ふ
代

、　

つ
⑺

た
る
ま
で
、
数
十
代
の
沿
革
、
ま

、
儒
／
道
と
申

る　

け
⑻

、
ま⑼　

、
其
漢
学
致　
　

の
を
、
儒
者
と
申　

る　

け
、
／
御
国
へ
、

漢
学
ﾞ

、　

た
⑽

つ
て
こ
の

、
世
々
害
と
相　

つ
た
る
を
〈
の

ま

〉

ま

／
和
漢
の
、
儒
者
と
い
ふ

の
〈
共
の
、〉
大

の
学
風
、
お

び
、

御
国
の
儒
者
共
の
、
／
漢
学
の
、
い

の
、
相
ひ
ﾞ

、
よ
ろ

ざ
る
［
こ
と
］

ど
を
、
論

🄱
▼
清
書
本
①

西
籍
慨
論
講
本
一

巻
／
平
田
先
生
講
談　

門
人
等
筆
記
／

今
日
よ

三
日　

間
⑴

申

所

。
記

き　
　

る

⑵

通

。
／
儒
道
の
大
意
で
厶
ﾞ

。

則
漢
学
の

ら
ま

。

漢
国

。
謂

／
る
開
闢
よ⑶

り
致　
　

定
ま⑷　

　
　

君

く
。
歴
代
と
申⑸　

て
。
／
周
の
代
ﾞ

秦
と

。
秦
の
代
ﾞ

漢
と

　
　
　

。

⑹

替
り
代
つ
て
今
／

清
と
云
代
　

つ
⑺

　
　

ま
で
。
數
十
代
の
沿

ﾞ
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革
。
ま

儒
道

／
申
　

け
⑻

。
又⑼

そ
の
漢
学
い　
　

者
を
儒
者
と
申　

訣
。

御
国
へ
／
漢
学
ﾞ

渡⑽

つ
て
以
來

あ
ら

し
。
ま

和カ
ラ

漢ヤ
マ
トの

儒
者
と
云
者

▼
清
書
本
②
［
図
２
］

西
籍
慨
論
講
本
一

巻
／
平
田
先
生
講
談　

門
人
等
筆
記
／

今
日
よ

三
日　

間
⑴

申

所

。
記
し

き
⑵

　
　

る
通

。
／
儒
道
の
大
意
で
厶
ﾞ

。

則
漢
学
の

ら
ま

。

漢
国

。
謂

／
る
開
闢
よ⑶

り
致　
　

定
ま⑷　

　
　

君

く
。
歴
代
と
申⑸　

て
。
／
周
の
代
ﾞ

秦
と

。
秦
の
代
ﾞ

漢
と

　
　
　

。

⑹

替
り
代
つ
て
今
／

清
と
云
代
　

つ
⑺

　
　

ま
で
。
數
十
代
の
沿

革
。
ま

儒
道

／
申
　

け
⑻

。
又⑼

そ
の
漢
学
い　
　

者
を
儒
者
と
申　

訣
。

御
国
へ
／
漢
学
ﾞ

渡⑽

つ
て
以
來

あ
ら

し
。
ま

和カ
ラ

漢ヤ
マ
トの

儒
者
と
云
者

🄲
▼
平
仮
名
木
活
字
本
①

西
籍
論
講
慨
本
巻
之
一
／
平
田
先
生
講
談
門
人
及
傳
聞
人
等
書
記
／

て
今

日

り
三
日　

間
⑴

申

所

記
し
置

⑵
　
　

る
通
／
り
儒
道
の
大
意
て
厶

則
漢
學
の
あ
ら

し
又
漢
國

謂
／
ゆ
る
開
闢　
　

致

⑶

し
て
定

⑷
　
　
　
　

君

く
歴
代
と
申⑸

／
し
て
周
の
代

秦
と

秦
の
代

漢
と
か⑹　

り
替
り
／

代
つ
て
今
の
清
と
云
代

成⑺

た
る

て
數
十
代

沿
革
／
又
儒
道
と
申

訳⑻

又⑼

其
漢
學
致　

者
を
儒
者
と
申　

訣
／
御
國
へ
漢
學

渡⑽

つ
て
以
来
の
荒

し
又
和
漢
の
儒
者

▼
平
仮
名
木
活
字
本
②

西
籍
慨
論
講
本
巻
之
一
／
平
田
先
生
講
談
門
人
及
傳
聞
人
等
筆
記
／

て
今

日

り
三
日　

間
⑴

に
申

所

記
し
置

⑵
　
　
　

／
通

儒
道

大
意

厶

則
漢
學
の
あ
ら

し

漢
／
國

謂
ゆ

開
闢　
　

致

⑶

　

て
定
ま⑷

り　

る

君

く
歴
／
代
と
申⑸　

て
周
の
代

秦
と
な
り
秦
の
代

漢
と
か⑹　

／　

替

り
代

て
今
の
清
と
云
代
に　

つ
⑺

　
　

て
數
十
／
代
の
沿
革

儒
道
と

申
す
訣
御
國
へ
漢
學

渡⑽　

て
／
以
来
の
あ
ら

し
又
和
漢

儒
者
と
云
者

共
の
大
方

🄳
▼
片
仮
名
木
活
字
本
①

西
籍
慨
論
巻
之
一
／
平
田
先
生
講
談
門
人
及
傳
聞
人
等
書
記
／
扨
今
日
ヨ
リ

三
日
ノ⑴

間
ニ
申
ス
所
ハ
記
シ
置
マ⑵

ス
通
リ
儒
道
／
ノ
大
意
テ
厶
カ
則
漢
學
ノ

ア
ラ
マ
シ
又
漢
國
ハ
所
謂
開
闢
ヨ⑶

／
リ
シ
テ
定
マ⑷

ツ
タ
君
ナ
ク
歴
代
ト
云⑸

テ

周
ノ
代
カ
秦
ト
ナ
リ
／
秦
ノ
代
カ
漢
ト⑹

ナ
リ
替
リ
替
ツ
テ
今
ノ
清
ト
云
代
ニ

成⑺

シ
迄
／
數
十
代
ノ
沿
革
又
儒
道
ト
申
ス
譯⑻

又⑼

其
漢
學
致
ス
者
ヲ
儒
者
／
ト

云
譯
御
國
ヘ
漢
學
カ
渡⑽

リ
テ
以
来
ノ
荒
增
又
和
漢
ノ
儒
者
／
ト
云
者

ノ
大

方
ノ
學
風
及
ヒ
御
國
ノ
儒
者
共
ノ
漢
學
ノ
致

図
2
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▼
片
仮
名
木
活
字
本
②

西
籍
慨
論
巻
之
一
／
平
田
先
生
講
談
門
人
及
傳
聞
人
等
書
記
／
扨
今
日
ヨ
リ

三
日
ノ⑴

間
ニ
申
ス
所
ハ
記
シ
置
マ⑵

ス
通
リ
儒
／
道
ノ
大
意
テ
厶
ル
カ
則
チ
漢

學
ノ
ア
ラ
マ
シ
又
漢
國
ハ
所
／
謂
開
闢
ヨ⑶

リ
シ
テ
定
マ⑷

ツ
タ
君
ナ
ク
歴
代
ト

云⑸

テ
周
ノ
代
／
カ
秦
ト
ナ
リ
秦
ノ
代
カ
漢
ト⑹

ナ
リ
替
リ
替
ツ
テ
今
ノ
清
ト
／

云
代
ニ
成⑺

シ
迄
數
十
代
ノ
沿
革
又
儒
道
ト
申
ス
譯⑻

又⑼

其
漢
／
學
致
ス
者
ヲ
儒

者
ト
云
譯
御
國
ヘ
漢
學
カ
渡⑽

リ
テ
以
來
ノ
／
荒
增
又
和
漢
ノ
儒
者
ト
云
者

ノ
大
方
ノ
學
風
及
ヒ
御
國
／
ノ
儒
者

ノ
漢
學
ノ
致
方
ノ
相
ヒ
カ
ミ
宜
シ
カ

ラ
サ
ル
事

🄴
▼
明
治
刊
本

西
籍
慨
論
講
本
上
之
巻
／
平
田
先
生
講
談　

門
人
等
筆
記
／
サ
テ
今
日
ヨ
リ

三
日
ガ⑴

閒ア
ヒ
ダニ

申
ス
所
ハ
。
記
シ
オ
キ
マ⑵

ス
ル
通
リ
。
儒
道
／
ノ
大
意
デ
厶ゴ

ザ
ルガ

。

則ス
ナ
ハ
チ

漢
学
ノ
ア
ラ
マ
シ
。
マ
タ
漢
圀
ハ
。
謂
ユ
ル
開
闢
ヨ⑶

リ
／
致イ

タ
シ
テ
定
マ⑷

リ
タ
ル
君
ナ
ク
。
歴
代
ト
申⑸

シ
テ
。
周
ノ
代
ガ
秦
ト
ナ
リ
。
秦
／
ノ
代
ガ
漢

ト
カ⑹

ハ
リ
。
替カ

ハ
リ
代カ

ハ
ツ
テ
今
ノ
淸シ

ン
ト
云
代
ニ
成⑺

タ
ル
マ
デ
。
數
／
十
代
ノ
沿

革
。マ
タ
儒
道
ト
申
ス
ヿ⑻

。又⑼

ソ
ノ
漢
学
イ
タ
ス
者
ヲ
儒
者
／
ト
申
ス
訣ワ

ケ
。御

圀
ヘ
漢
学
ガ
渡⑽

ワ
タツ

テ
以
來
ノ
ア
ラ
マ
シ
。
マ
タ
和カ

ラ
漢ヤ

マ
トノ

儒
／
者
ト
云
者
ド
モ

ノ
大オ

ホ
抵カ

タ
ノ
学
風
。
オ
ヨ
ビ
御
圀
ノ
儒
者
ド
モ
ノ
。
漢
学

Ａ
自
筆
稿
本
は
、
細
か
な
表
現
も
Ｂ
清
書
本
、
Ｅ
明
治
刊
本
と
ほ
ぼ
同
等

の
本
文
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
講
説
口
調
を
活
写
し
た
文
章
で
Ａ
本

は
著
さ
れ
、
そ
の
文
面
に
よ
っ
て
『
西
籍
慨
論
』
諸
本
は
成
立
し
て
い
る
。

Ｂ
清
書
本
①
②
は
、
一
行
の
文
字
数
、
仮
名
の
字
母
で
す
ら
異
同
が
な
い
。

気
吹
舎
は
表
記
さ
え
も
等
価
の
本
文
を
も
つ
清
書
本
を
頒
布
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
Ａ
本
本
文
を
整
え
、
補
訂
し
た
、
親
本
の
存
在
が
窺
わ
れ
る
。

Ｅ
明
治
刊
本
は
、
Ｂ
類
本
と
比
較
す
る
と
仮
名
表
記
か
ら
漢
字
表
記
に
し

た
語
や
、
振
り
仮
名
を
施
し
た
箇
所
が
多
い
。

（8）
「
わ
け
」
が
、「
ヿ
（
コ

ト
）」に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｂ
類
本
の
本
文
の
大
概
を
そ
の
ま
ま

引
き
継
い
で
い
る
。
Ｂ
類
本
か
、
そ
の
親
本
が
「
下
構
ヘ
」
だ
っ
た
証
左
に

な
ろ
う
。

Ｃ
平
仮
名
木
活
字
本
①
②
は
、
Ｂ
類
本
本
文
の
語
句
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、

Ｂ
類
本
に
忠
実
な
組
版
を
目
指
し
て
い
る
と
分
か
る
。
し
か
し
、
②
で
は

（9）

の
一
文
が
抜
け
て
い
る
。「
～
わ
け
」
と
い
う
節
が
二
連
続
し
て
お
り
、
組
版

の
際
に
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

Ｄ
片
仮
名
木
活
字
本
①
②
は
、
Ｃ
類
本
よ
り
も
更
に
語
句
が
変
更
さ
れ
て

い
る
。

（1）
連
体
修
飾
の
格
助
詞
ガ
は
「
ノ
」
に
、

（2）
助
動
詞
マ
ス
ル
は
「
マ

ス
」、

（4）
「
定
ま
り
た
る
」
は
「
定
マ
ツ
タ
」、

（5）
「
申
し
て
」
は
「
云
テ
」

な
ど
口
語
・
俗
語
ら
し
く
直
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、

（7）「
な
つ
た
る
」は「
成

シ
」、

（10）
「
渡
ツ
テ
」
は
「
渡
リ
テ
」
と
非
促
音
便
形
で
あ
る
。

（3）
「
ヨ
リ
イ

タ
シ
テ
」
は
「
ヨ
リ
シ
テ
」、

（6）
「
カ
ハ
リ
」
は
「
ナ
リ
」
と
、
文
意
が
変
わ

ら
な
い
程
度
に
語
句
を
短
い
表
現
に
改
め
る
傾
向
が
あ
る
。

Ｄ
類
本
は
四
巻
と
も
、
Ｃ
類
本
よ
り
丁
数
が
少
な
い
。
語
句
を
縮
め
、
字

数
を
少
な
く
し
て
丁
数
を
節
減
し
た
木
活
字
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
本
文
の
系
統
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
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ジ
ャ
形
式
＋
ダ
形
式　

合
計

ダ
形
式　

計

～
ダ
ノ

～
ダ
モ
ノ
（
ヲ
）

ダ
ガ
～
（
文
頭
）

～
ダ
ガ
（
文
中
）

ダ
ニ
ヨ
リ
テ
～
（
文
頭
）

～
ダ
ニ
ヨ
リ
テ
（
文
中
）

～
ダ
カ
ラ
★

～
ダ
ラ
ウ
★

ダ
（
～
ト
、
ナ
ド
引
用
節
中
、
文
末
終
止
）

ジ
ャ
形
式　

計

～
ジ
ャ
ノ

～
ジ
ャ
モ
ノ
（
ヲ
）

ジ
ャ
ガ
～
（
文
頭
）

～
ジ
ャ
ガ
（
文
中
）

ジ
ャ
ニ
ヨ
リ
テ
～
（
文
頭
）

～
ジ
ャ
ニ
ヨ
リ
テ
（
文
中
）

ジ
ャ（
～
ト
、
ナ
ド
引
用
節
中
、
文
末
終
止
）

25 2 2 23 2 1 1 4 5 10 Ａ本

一
の
巻

16 1 1 15 3 2 10 Ａ本異文
25 20 2 1 6 3 8 5 1 2 2 Ｂ類本①②
25 20 2 1 6 3 8 5 1 2 2 Ｃ類本①
25 20 2 1 6 3 8 5 1 2 2 Ｃ類本②③

※24 20 2 1 6 3 8 4 2 2 Ｄ類本①
※23 19 2 1 6 3 7 4 2 2 Ｄ類本②
25 25 2 1 1 6 5 10 0 Ｅ類本
1 0 1 1 Ｅ類本異文
32 6 3 1 1 1 26 8 5 13 Ａ本

二
の
巻

6 0 6 6 Ａ本異文
32 8 4 1 1 2 24 7 5 12 Ｂ類本①②
32 8 4 1 1 2 24 7 5 12 Ｃ類本①②③

※31 8 4 1 1 2 23 7 5 11 Ｄ類本①
※31 8 4 1 1 2 23 7 5 11 Ｄ類本②
32 32 11 5 1 1 14 0 Ｅ類本
61 6 4 1 1 55 5 2 11 12 25 Ａ本

三
の
巻

5 1 1 4 4 Ａ本異文
61 8 2 5 1 53 3 2 10 12 26 Ｂ類本①②

※60 7 1 5 1 53 3 2 10 12 26 Ｃ類本①②③
※60 7 1 5 1 53 3 2 10 12 26 Ｄ類本①
※59 7 1 5 1 52 3 2 10 12 25 Ｄ類本②
61 60 5 2 15 12 1 25 1 1 Ｅ類本
31 1 1 30 9 2 1 9 9 Ａ本

四
の
巻

31 22 5 2 1 7 7 9 5 1 2 1 Ｂ類本①②
31 22 5 2 1 7 7 9 5 1 2 1 Ｃ類本①③
31 22 5 2 1 7 7 9 5 1 2 1 Ｄ類本①
31 22 5 2 1 7 7 9 5 1 2 1 Ｄ類本②
31 27 10 1 1 1 8 6 4 1 1 2 Ｅ類本
29 23 1 1 21 6 6 Ｂ類本①②

四
の
巻
残

※1 1 1 0 Ｂ類本①②異同
29 23 1 1 21 6 6 Ｃ類本①③
※2 2 2 0 Ｃ類本①③異同
29 23 1 1 21 6 6 Ｄ類本①
※2 2 2 0 Ｄ類本①異同
※28 22 1 1 20 6 6 Ｄ類本②
※2 2 2 0 Ｄ類本②異同
29 20 1 1 18 9 9 Ｅ類本

表３　『西籍慨論』諸本のジャ・ダの使用数
・Ａ自筆稿本三巻、Ｅ明治刊本三巻はＢ清書本の一の巻～四の巻の区分に合わせて分け、計上した。
・�「異文」は他本にない本文を指し、「異同」は諸本に同等の本文があるが、ジャ・ダの加除がある場

合を指す。ジャ・ダが別の言語表現に変更されている場合は別表に示す。
・「ヂャ」は「ジャ」に含めた。また、「ジャニヨッテ」は「ジャニヨリテ」に含めた。
・自筆稿本（二）文語箇所で「なり」の箇所を朱で「ぢゃ」に訂正している箇所３例を含めた。

※Ｂ類本①②の四の巻残二十七丁オ「ダ」1例あり。Ｅ類本では削除されている。
※�C類本①②③三の巻一丁オ「ダノ」1例なし、①③四の巻残にＢ類本と同様の異同及び、三十一丁

ウ「ダ」1例加筆あり。
※�D類本①一の巻十一丁オ「ジャガ」1例なし、三十六丁オ「ダ」1例なし、三の巻一丁オ「ダノ」1

例なし、四の巻残にＢ類本と同様の異同及び、二十七丁ウ「ダ」1例加筆あり。
※�D類本②一の巻十一丁オ「ジャガ」1例なし、三十六丁オ「ダ」1例なし、二の巻三十三丁オ「ダ」

1例なし、三の巻一丁オ「ダノ」1例なし、三の巻五丁オ「ジャ」1例なし、四の巻残にＢ類本と同
様の異同及び、二十四丁オ「ダ」1例なし、二十三丁ウ「ダ」1例加筆あり。
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Ｃ
平
仮
名
木
活
字
本
①
②
③

Ａ
自
筆
稿
本―

Ｂ
清
書
本

Ｄ
片
仮
名
木
活
字
本
①
②

Ｅ
明
治
刊
本（

Ｂ
類
本
親
本
に
よ
る
か）

五
・
ジ
ャ
・
ダ
の
調
査
結
果

系
統
を
確
認
し
た
『
西
籍
慨
論
』
諸
本
に
お
い
て
、
本
文
の
言
語
が
如
何

な
る
史
的
位
置
に
あ
る
の
か
、
ジ
ャ
と
ダ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
示
す
。

五
・
一
・
ジ
ャ
・
ダ
の
使
用
傾
向
と
変
遷

『
西
籍
慨
論
』は
、
デ
ゴ
ザ
ル
体
で
あ
る
。
中
国
史
の
人
物
・
出
来
事
を
解

説
し
な
が
ら
、
儒
教
批
判
を
展
開
す
る
。
そ
の
中
で
、
指
定
表
現
等
に
お
け

る
ジ
ャ
・
ダ
の
大
半
は
、
中
国
史
上
の
人
物
の
発
言
引
用
内
や
、
儒
者
の
主

張
の
引
用
、
篤
胤
の
解
説
・
主
張
内
（
地
の
文
）
に
時
折
出
現
す
る
。

表
３
に
、
Ａ
自
筆
稿
本
、
Ｂ
類
本
①
②
、
Ｃ
類
本
①
②
③
、
Ｄ
類
本
①
②
、

Ｅ
類
本
の
計
九
本
の
ジ
ャ
・
ダ
の
使
用
数
を
示
し
た
。
巻
の
区
分
は
Ｂ
清
書

本
の
四
巻
に
合
わ
せ
、
四
の
巻
は
Ａ
自
筆
稿
本
と
対
照
可
能
箇
所
と
そ
の
残

り
で
分
け
て
あ
る
。
出
現
す
る
表
現
は
、
指
定
表
現
の
ジ
ャ
／
ダ
、
接
続
表

現
の
ジ
ャ
ニ
ヨ
リ
テ
・
ジ
ャ
ニ
ヨ
ッ
テ
／
ダ
ニ
ヨ
リ
テ
・
ダ
ニ
ヨ
ッ
テ
（
文

頭
・
文
中
）、
ジ
ャ
ガ
／
ダ
ガ
（
文
頭
・
文
中
）、
ジ
ャ
モ
ノ
ヲ
／
ダ
モ
ノ
ヲ
、

並
列
表
現
の
ジ
ャ
ノ
／
ダ
ノ
で
あ
る
。
推
量
ダ
ラ
ウ
、
接
続
助
詞
～
ダ
カ
ラ

（
表
３
★
）
は
、
ジ
ャ
ラ
ウ
、
ジ
ャ
カ
ラ
の
形
式
で
出
現
す
る
こ
と
は
な
い
。

表
４
は
Ａ
自
筆
稿
本
、
Ｂ
清
書
本
、
Ｅ
明
治
刊
本
に
お
い
て
本
文
が
一
致
す

る
箇
所
（
Ｃ
類
本
、
Ｄ
類
本
の
ジ
ャ
と
ダ
は
Ｂ
類
本
に
倣
う
た
め
省
略
）
の

ジ
ャ
と
ダ
の
使
用
数
合
計
を
各
巻
ご
と
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
３
・
４
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
の
本
で
も
ジ
ャ
・
ダ
の
両
方
が
使
用
さ
れ

て
い
る
が
、
Ａ
本
は
圧
倒
的
に
ジ
ャ
に
偏
り
、
Ｂ
類
本
は
ジ
ャ
と
ダ
の
両
方

が
出
現
し
、
Ｅ
類
本
は
ダ
に
占
め
ら
れ
て
い
る
。
Ａ
自
筆
稿
本
は
ジ
ャ
が
基

ジャ ダ

Ａ
自
筆
稿
本

一 23 2
二 26 6
三 55 6
四 30 1
計 134 15

Ｂ
清
書
本

一 5 20
二 24 8
三 53 8
四 9 22
計 91 58

Ｅ
明
治
刊
本

一 0 25
二 0 32
三 1 60
四 4 27
計 5 144

四（自筆稿本なし）
Ｂ清書本 6 23
Ｅ明治刊本 9 20

表４　『西籍慨論』本文
一致箇所のジャとダの
使用数合計Ａ本 Ｂ類本Ｅ類本

一
だ だ ダ 2
じゃ だ ダ 17
じゃ じゃ ダ 6

二
だ だ ダ 6
じゃ じゃ ダ 24
じゃ だ ダ 2

三
だ だ ダ 5
じゃ じゃ ジャ 1
じゃ じゃ ダ 55

四

だ だ ダ 1
じゃ だ ダ 17
じゃ じゃ ダ 9
じゃ だ ジャ 4

稿本
欠

だ ダ 20
じゃ ジャ 6
だ ジャ 3

表５　ジャ・ダの変遷
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本
で
あ
り
、
ダ
は
ダ
ラ
ウ
、
ダ
カ
ラ
、
ダ
ガ
と
い
う
決
ま
っ
た
形
式
に
限
っ

て
出
現
す
る
。
中
国
史
上
の
人
物
や
儒
者
等
に
位
相
語
と
し
て
ジ
ャ
・
ダ
を

使
い
分
け
た
の
は
な
く
、
講
説
口
調
の
一
体
と
し
て
ジ
ャ
が
使
用
さ
れ
る
。

Ｂ
類
本
は
総
計
で
ジ
ャ
が
優
勢
だ
が
、
一
の
巻
、
四
の
巻
で
は
ダ
が
優
勢

で
あ
り
、
巻
に
よ
っ
て
偏
り
が
あ
る
。
Ｃ
類
本
と
Ｄ
類
本
で
は
、
加
除
が
あ

る
も
の
の
、
Ｂ
清
書
本
と
同
じ
く
ジ
ャ
・
ダ
が
出
現
し
て
い
る
。
近
世
期
に

流
布
し
た
『
西
籍
慨
論
』
で
は
同
位
置
同
語
の
ジ
ャ
・
ダ
に
お
い
て
、
改
変

さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
表
５
は
Ａ
自
筆
稿
本
、
Ｂ
清

書
本
、
Ｅ
明
治
刊
本
で
ジ
ャ
と
ダ
の
表
記
が
ど
う
変
更
さ
れ
て
い
る
か
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｂ
類
本
に
お
い
て
、Ａ
本
で
ジ
ャ
だ
っ
た
語
が
一
部
、ダ

に
改
変
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
も
巻
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
。
稿

者
の
目
か
ら
は
Ｂ
類
本
で
も
講
説
中
の
登
場
人
物
の
位
相
に
ジ
ャ
・
ダ
の
使

用
傾
向
が
左
右
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
稿
本
と
、
複
数
の
門
人

の
講
述
筆
記
を
踏
ま
え
て
Ｂ
類
本
の
本
文
を
整
理
し
直
し
た
た
め
に
、
ダ
の

使
用
が
増
加
す
る
巻
が
あ
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
篤
胤
の
講
説
で
ダ
が
使

用
さ
れ
た
た
め
か
、
筆
記
者
の
言
葉
遣
い
に
引
か
れ
て
ダ
で
書
き
留
め
た
た

め
か
は
定
か
で
は
な
い
。

更
に
、
Ｅ
明
治
刊
本
で
は
、
ジ
ャ
の
使
用
箇
所
を
、
ほ
ぼ
す
べ
て
ダ
に
改

変
す
る
。
表
６
は
、
ジ
ャ
・
ダ
が
別
の
表
現
に
変
更
さ
れ
る
場
合
の
数
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
Ａ
本
や
Ｂ
類
本
で
デ
ゴ
ザ
ル
、
文
語
体
の
ナ
リ
だ
っ
た

箇
所
な
ど
は
、
Ｅ
類
本
で
全
体
に
渡
り
ダ
を
含
む
表
現
に
す
る
編
集
方
針
が

窺
え
る
。
東
京
に
お
い
て
教
養
層
・
庶
民
の
双
方
に
一
般
化
し
つ
つ
あ
っ
た

ダ
を
採
用
す
る
意
図
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
Ｅ
類
本
下
巻
に
相
当
す
る
四
の
巻
で
は
、
ダ
だ
っ
た
箇
所
を

ジ
ャ
に
改
め
る
例
を
８
例
確
認
で
き
る
。
ほ
か
に
も
、
ダ
を
デ
ゴ
ザ
ル
に
改

め
る
例
や
、
接
続
助
詞
デ
で
文
を
繋
げ
る
例
も
見
ら
れ
、
他
の
巻
に
比
べ
て

特
異
な
改
変
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
　

五
・
二
・『
西
籍
慨
論
』
明
治
刊
本
の
ジ
ャ

ダ
へ
の
改
変
傾
向
が
顕
著
な
Ｅ
明
治
刊
本
に
お
い
て
、

下
巻
に
集
中
す
る
ジ
ャ
へ
の
改
変
は
如
何
な
る
理
由
に

よ
る
も
の
か
。
該
当
す
る
ジ
ャ
全
14
例
は
、
Ｅ
類
本
下

巻
三
十
三
丁
ウ-

三
十
五
丁
ウ
に
表
れ
る
。
次
に
そ
の

本
文
を
示
す
。ジ
ャ
は
波
線
、ダ
は
破
線
を
引
い
た
。ま

た
、
□
で
囲
ん
だ
語
、
単
線
を
引
い
た
表
現
は
注
目
す

べ
き
文
言
で
あ
る
。

表６　ジャ・ダが関わる表現の変更
Ａ本 Ｂ類本 Ｅ類本

一口
語

で厶 で厶 ダガ 1
なれども なれども ヿダガ 1
故 だから ダカラ 1
ぞ だ ダ 1
だらう 有う 有ウ 1

二

口
語

～じゃが ～ダガ 1
であるから であるから ダカラ 1

稿
本
文
語

なり なり ダ 2
なり じゃ ダ 1
なり で厶 ダ 1
あらずや で厶 ダ 1

で厶 ダ 1
～なるが ～なるが ～ダガ 1

三

口
語

ぞ ぞ ダ 1
じゃの じゃの ナドヽ 1
じゃの じゃの 1

稿
本
文
語

じゃ ダ 2
なり じゃ ダ 1
なり で厶 ダ 1
なり で厶 デ厶 1
いふべきに じゃが ダガ 1
なるに じゃに ダニ 1

四口
語

やうな やうだ ヤウダ 1
で厶 で厶 ダ 1
けれども だが ジャガ 1

稿本欠

だ デ厶 16
なり ダ 1
だ デ 8
だ カ 1
なしだ ナイ 1
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E
▼
明
治
刊
本
　
下
巻
　
三
十
三
丁
ウ-

三
十
五
丁
ウ

狂
レ
言
ヲ
云
ヒ
放
ツ
デ
有

ラ
ウ
ガ
。
鈴

ノ
屋
ノ
翁
ノ
言
ル
ヽ
ニ
ハ
。
儒
者
ハ
其

ノ
名
ニ
惑
ツ
テ
。
名
ガ
ナ
ケ
レ
バ
其

ノ
事
モ
ナ
イ
ト
思
ツ
テ
ヲ
ル
ハ
。
甚

ダ
愚

ナ
ル
ヿ
ジ
ャ
。（
中
略
）
種
々
ノ
名
ガ
ア
ル
ヿ
ジ
ャ
ガ
。（
中
略
）
是
モ
漢
籍

渡
リ
來
テ
後
ニ
。
御
圀
ニ
人
固
ヨ
リ
有
ル
ヿ
ジ
ャ
モ
ノ
ヲ
。（
中
略
）
ア
ラ
他

ト
云
ハ
義
ノ
コ
ト
ジ
ャ
ニ
依
テ
。
其
ノ
餘
ノ
圀
々
モ
准
テ
知
ル
ガ
ヨ
イ
デ
厶
。

（
中
略
）
返
ス
〴
〵
愚
ナ
ヿ
ジ
ャ
ト
云
レ
マ
シ
タ
ガ
。（
中
略
）
縣
居

ノ
翁
ノ

云
ハ

レ
マ
シ
タ
ニ
ハ
。（
中
略
）
天
地
ノ
行
ハ
。
凡
テ
漸
ニ
シ
テ
至
ル
モ
ノ

ジ
ャ
。（
中
略
）
佶
屈
ナ
ル
ヿ
ジ
ャ
。
仍
チ
人
ノ
打
聞
ニ
ハ
。
才
覚
有
テ
。
聞

キ
安
ク
。
コ
ト
ワ
リ
安
ケ
レ
ド
モ
。
サ
ウ
ハ
行
ハ
レ
ザ
ル
モ
ノ
ジ
ャ
。
天
地

ナ
ス
春
夏
秋
冬
ノ
。
漸
ナ
ル
ニ
背
ケ
ル
故
ジ
ャ
ト
云
ハ
レ
。
又
吾
ガ
翁
ノ
云

ハ
レ
マ
ス
ニ
モ
。（
中
略
）
甚
ク
作
リ
飾
リ
タ
ル
強
事
デ
。
人
ノ
ナ
ル
ベ
キ
限

リ
ヲ
過
タ
ル
シ
ワ
ザ
ジ
ャ
。（
中
略
）
人
ノ
有

ル
ベ
キ
限
リ
ヲ
過
ギ
テ
。
甚
シ

ク
設
ケ
タ
ル
強
事
ジ
ャ
。
然
ル
ヲ
天
下
後
世
ノ
人
。（
中
略
）
誠
ニ
愚
ナ
ル
ヿ

ジ
ャ
。（
中
略
）
教
ノ
功
ダ
ト
思
フ
ハ
。
甚

タ
愚
ナ
ル
ヿ
ジ
ャ
。（
中
略
）。
教

ヲ
受
ズ
ト
モ
固
ヨ
リ
誰
デ
モ
ヨ
ク
飛
ト
コ
ロ
ジ
ャ
。
扨
コ
ノ
教
ヲ
学
ブ
者
ノ

中
ニ
。

ジ
ャ
が
集
中
し
て
使
用
さ
れ
る
の
は
、
四
角
囲
み
し
た
人
物「
鈴
屋
ノ
翁
」

「
吾
ガ
翁
」＝
本
居
宣
長（

（2
（

、「
縣
居
ノ
翁
」＝
賀
茂
真
淵
と
い
う
、
篤
胤
に
と
っ

て
先
学
の
国
学
者
の
言
が
引
用
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
幕
末
・
明

治
初
期
の
東
京
で
ジ
ャ
が
既
に
「
博
士
語
」「
老
人
語
」
と
化
し
て
い
た
こ
と

が
関
係
す
る
と
み
ら
れ
る
。

金
水
（
二
〇
〇
三
）
は
、
西
日
本
的
な
特
徴
を
持
つ
役
割
語
「
博
士
語
」

「
老
人
語
」
の
源
流
を
遡
り
、『
牛
店
雑
談
安
愚
楽
鍋
』（
明
治
四
―
五
年
）
の

「
藪
医
生
の
不
養
生
」に
お
い
て
、
ジ
ャ
を
含
む
西
日
本
的
な
特
徴
を
も
つ
言

語
が
医
者
＝
博
士
に
通
じ
る
立
場
の
人
物
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
。
こ

の
上
で
、
江
戸
時
代
の
文
学
作
品
に
お
け
る
老
人
の
言
葉
に
注
目
し
、
東
国

語
的
表
現
が
広
が
る
化
政
期
に
お
い
て
、
老
年
層
は
上
方
語
表
現
を
規
範
的

な
言
葉
と
し
て
手
放
さ
ず
、
ま
た
、
医
者
や
学
者
な
ど
は
言
葉
遣
い
に
保
守

的
で
、
古
め
か
し
い
言
葉
遣
い
が
目
立
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
文
芸
作

品
、
演
劇
作
品
の
登
場
人
物
に
誇
張
さ
れ
て
ジ
ャ
が
使
用
さ
れ
、
伝
統
的
に

「
老
人
」
＝
上
方
風
の
話
し
方
と
い
う
構
図
が
受
け
継
が
れ
た
と
指
摘
す
る

（
（2
（

。

つ
ま
り
、
明
治
刊
本
時
点
で
、
ジ
ャ
は
老
人
や
知
識
層
が
使
用
す
る
と
い

う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
明
治
刊
本
で
は
、
あ
た
か
も
篤

胤
が
「
鈴
屋
翁
」「
縣
居
翁
」
の
台
詞
を
〝
翁
〟
ら
し
く
ジ
ャ
と
し
た
か
の
よ

う
な
演
出
が
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

六
・『
西
籍
慨
論
』
の
ジ
ャ
と
ダ
の
位
置
づ
け

以
上
、
ジ
ャ
・
ダ
の
調
査
結
果
か
ら
、『
西
籍
慨
論
』
諸
本
本
文
の
言
葉
遣

い
に
、
明
ら
か
な
改
変
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
諸
本
を
、
言
語
資
料
と
し
て

次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
で
き
る
。

Ａ
自
筆
稿
本
『
漢
学
大
意
』
…
『
西
籍
慨
論
』
諸
本
の
源
流
に
あ
た
る
。
講

説
の
文
体
の
一
体
と
し
て
ジ
ャ
を
基
調
と
し
て
お
り
、
化
政
期
の
講
説

に
お
け
る
言
語
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｂ
類
清
書
本
…
近
世
期
に
流
布
し
た
公
式
の
『
西
籍
慨
論
』
で
あ
り
、
自
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筆
稿
本
及
び
門
人
等
筆
記
を
踏
ま
え
て
整
理
さ
れ
た
本
文
を
持
つ
。
全

体
と
し
て
は
ジ
ャ
が
優
勢
で
あ
る
も
の
の
、
ダ
が
優
勢
な
巻
も
存
在
す

る
。
こ
れ
は
門
人
等
筆
記
の
本
文
が
混
入
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｃ
類
平
仮
名
木
活
字
本
…
Ｂ
類
清
書
本
を
も
と
に
し
た
海
賊
版
。
清
書
本

に
忠
実
な
本
文
を
試
み
て
い
る
も
の
の
、
行
を
飛
ば
し
て
し
ま
う
箇
所

が
あ
る
。
ジ
ャ
・
ダ
の
使
用
傾
向
は
清
書
本
に
倣
う
が
、
加
除
が
僅
か

に
み
ら
れ
る
。

Ｄ
類
片
仮
名
木
活
字
本
…
Ｂ
類
清
書
本
を
も
と
に
し
た
海
賊
版
（
Ｂ
類
本

に
は
な
い
、
Ｃ
類
本
の
加
除
が
み
ら
れ
、
Ｃ
類
本
を
底
本
に
し
た
可
能

性
が
あ
る
）。
本
文
の
内
容
が
変
わ
ら
な
い
程
度
に
、語
句
の
改
変
が
甚

だ
し
い
。
ジ
ャ
・
ダ
の
使
用
傾
向
は
Ｃ
類
本
と
同
様
で
あ
る
。

Ｅ
類
明
治
刊
本
…
Ｂ
類
清
書
本
の
本
文
を
引
き
継
ぐ
気
吹
舎
公
式
の
『
西

籍
慨
論
』
板
本
で
あ
る
。
ジ
ャ
の
ほ
と
ん
ど
は
ダ
に
変
更
し
て
い
る
が
、

老
人
語
・
博
士
語
と
し
て
ジ
ャ
が
使
用
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
デ
ゴ
ザ

ル
や
ナ
リ
、
文
の
接
続
に
Ｂ
類
本
か
ら
変
更
が
あ
る
。
幕
末
・
明
治
初

期
の
東
京
の
言
語
に
引
き
付
け
て
文
章
を
整
え
た
と
み
ら
れ
る
。

化
政
期
の
講
説
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
筆
稿
本
に
あ
た
る
べ

き
と
い
え
よ
う
。
近
世
期
に
受
容
さ
れ
た
講
説
文
と
し
て
は
清
書
本
が
相
応

し
い
。
明
治
刊
本
は
、
文
章
に
繰
り
返
し
手
が
入
っ
て
お
り
、
幕
末
・
明
治

初
期
の
言
語
意
識
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
言
語
資
料
と
し
て
扱
う

必
要
が
あ
る
。

注（
1
）　
『
た
ま
た
す
き
』
十
之
巻
附
録
「
大
壑
君
御
一
代
記
」
五
丁
オ
（
新
日
本
古

典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
、
書
誌ID

：200018220

）
に
よ
る
。

（
2
）　

山
田
孝
雄
（
一
九
四
〇
）p.193

で
「
講
釈
の
体
」
の
篤
胤
著
作
に
「
古
道

大
意
」「
俗
神
道
大
意
」「
歌
道
大
意
」「
志
都
の
石
屋
」「
西
籍
慨
論
」「
出
定

笑
語
」「
出
定
笑
語
附
録
神
敵
二
宗
論
」「
悟
道
弁
講
本
」「
講
本
氣
吹
颫
」
等

が
示
さ
れ
る
。

（
3
）　

長
澤
規
矩
也
『
図
解
和
漢
印
刷
史
解
説
編
』（
図
書
学
参
考
図
録
入
門
編
３
、

汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年
）p.77

に
は
、「
西
籍
慨
論
講
本
巻
一
首
誤
植
／
四

巻
／
平
田
〔
篤
胤
〕
／
安
政
五
刊
（
木
活
、
捃
霞
堂
）
／
巻
一
首
・
巻
四
首
及

見
返　

巻
一
の
首
の
誤
植
は
書
名
・
著
者
に
わ
た
る
。こ
れ
を
巻
四
首
と
比
較

す
れ
ば
よ
く
分
か
る
。
し
か
し
、
伝
本
に
は
訂
正
さ
れ
た
本
が
か
な
り
多
い
。

見
返
の
「
百
部
印
刷
」
と
い
う
語
も
信
用
で
き
な
い
こ
と
か
と
考
え
ら
れ
る
く

ら
い
、
伝
本
が
多
い
。」
と
あ
る
。

（
4
）　

現
在
、『
西
籍
慨
論
』
本
文
を
最
も
参
照
し
や
す
い
活
字
資
料
の
『
新
修
平

田
篤
胤
全
集
』
第
十
集
（
名
著
出
版
、
一
九
七
七
年
）
は
明
治
刊
本
を
底
本
と

す
る
。

（
5
）　
『
出
定
笑
語
』
も
明
治
期
に
気
吹
舎
公
式
の
板
本
が
出
版
さ
れ
た
境
遇
に
あ

る
。

（
6
）　

中
川
（
二
〇
〇
五
）
は
門
人
に
頒
布
す
る
た
め
制
作
さ
れ
た
写
本
を
「
清
書

本
」
と
呼
ぶ
。
気
吹
舎
自
体
は
「
清
書
本
」
と
い
う
言
葉
は
使
用
せ
ず
、
清
書

を
し
た
「
書
写
本
」「
写
本
」
と
し
て
頒
布
す
る
（『
青
森
県
史　

資
料
編　

近

世　

学
芸
関
係
』青
森
県
、
二
〇
〇
四
年
、pp.602-607

掲
載
の
文
書
四
五
～

四
六
、
四
九
～
五
四
に
よ
る
）。
本
稿
で
は
、
手
書
き
の
書
物
一
般
を
表
す
写

本
と
、
気
吹
舎
が
頒
布
し
た
写
本
を
区
別
す
る
た
め
、
中
川
（
二
〇
〇
五
）
に

倣
っ
て
「
清
書
本
」
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
。

（
7
）　

後
藤
（
一
九
七
八
）p.146

に
「
俗
神
道
大
意
（
巫
學
談
弊
）」「
歌
道
大
意

（
歌
道
大
意
）」「
西
籍
慨
論
（
漢
学
大
意
）」「
志
津
能
石
室
（
醫
道
大
意
）」
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「
出
定
笑
語
（
佛
道
大
意
）」「
出
定
笑
語
附
録
（
二
宗
論
）」「
悟
道
辨
（
悟
道

談
弊
）」「
玉
た
す
き
（
玉
た
す
き
）」
の
自
筆
稿
本
（
丸
括
弧
内
の
書
名
）
が

秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
所
蔵
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（
現
在
は
秋
田
公

文
書
館
所
蔵
）。

（
8
）　

安
道
（
一
九
九
六
）
に
お
け
る
調
査
は
『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』（
名
著
出

版
）
に
よ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

（
9
）　

安
道
（
一
九
九
六
）pp.16-17

に
『
歌
道
大
意
』
序
に
清
書
を
し
た
人
物
と

し
て
「
角
田
忠
行
」
と
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
信
濃
佐
久
郡
」
出
身
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

（
10
）　

筆
録
者
に
よ
っ
て
、
講
本
の
ジ
ャ
・
ダ
の
使
用
数
に
違
い
が
あ
る
こ
と
は
、

崎
門
派
門
人
筆
録
を
調
査
し
た
金
田
（
一
九
八
〇
）
に
も
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、

金
田
（
一
九
八
四
）
に
よ
れ
ば
、
稲
葉
黙
斎
講
述
『
中
庸
筆
記
』（
講
義
年
・

筆
録
編
纂
年
は
寛
政
元
年
）
は
上
総
の
教
養
層
・
知
識
人
が
筆
録
者
で
あ
り
、

筆
録
者
に
よ
っ
て
ダ
と
ジ
ャ
の
使
用
量
が
異
な
る
と
い
う
。

（
11
）　

浅
川
（
二
〇
一
三
）
に
よ
れ
ば
、
千
葉
芸
閣
『
唐
詩
選
講
釈
』（
寛
政
二
年
）

か
ら
小
林
高
英
『
唐
詩
選
広
解
』（
文
化
元
年
刊
）
へ
の
改
訂
や
、
稲
葉
黙
斎

『
孝
経
刋
誤
』（
寛
政
五
年
写
あ
り
）の
書
写
時
点
に
も
み
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る

と
い
う
。

（
12
）　

小
田
切
（
一
九
四
三
）
で
は
、
明
和
期
の
洒
落
本
と
噺
本
を
資
料
に
、
全
体

と
し
て
は
ダ
の
使
用
が
多
い
が
、
ダ
は
下
層
の
人
々
、
ジ
ャ
が
西
国
系
統
の
商

人
や
武
士
を
含
む
ほ
か
、上
流
階
級
の
人
々
に
使
用
さ
れ
る
と
い
う
位
相
差
が

あ
る
と
す
る
。
滑
稽
本
『
浮
世
風
呂
』
に
お
い
て
も
、
小
松
（
一
九
八
四
）
に

よ
り「
ヂ
ャ
の
使
用
者
は
武
家
・
上
層
・
教
養
層
の
人
間
が
多
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
」（p.142

）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
13
）　

前
田
（
一
九
九
二
）
で
は
、
明
和
・
安
永
期
の
噺
本
で
は
ダ
が
優
勢
で
ジ
ャ

の
使
用
率
は
低
い
が
、
化
政
期
に
ダ
の
使
用
率
が
上
が
り
、
下
級
・
上
流
階
級

の
人
々
に
区
別
さ
れ
な
く
な
る
と
述
べ
る
。
寺
田
（
一
九
九
六
）
も
噺
本
を
調

査
資
料
と
し
、
幕
末
に
お
け
る
ダ
の
使
用
層
の
増
加
と
、
劣
勢
語
で
あ
る
ジ
ャ

が
や
は
り
聞
き
手
よ
り
上
の
立
場
の
話
者
が
使
用
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
14
）　

小
松
（
一
九
八
四
）pp.89-90

に
よ
る
と
、
明
和
期
に
は
、
上
方
語
と
江
戸

語
の
特
徴
を
併
せ
持
つ
江
戸
共
通
語
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）　

木
坂
（
一
九
八
八
ｂ
）
に
よ
る
明
治
初
期
の
講
述
本
『
交
易
問
答
』（
加
藤

弘
蔵
、
明
治
二
年
）『
真
政
大
意
』（
加
藤
弘
之
、
明
治
三
年
）『
民
権
自
由
論
』

（
植
木
枝
盛
、
明
治
一
二
年
）
の
調
査
や
、
佐
久
間
（
一
九
九
五
）
の
神
道
系

講
釈
の
調
査
に
お
い
て
も
、資
料
差
は
あ
る
も
の
の
ジ
ャ
が
出
現
す
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
。

（
16
）　

篤
胤
講
本
の
受
容
と
流
通
に
つ
い
て
は
吉
田
（
二
〇
一
二
）
に
詳
し
い
。

（
17
）　
（
1
）
と
同
資
料
五
丁
ウ
に
文
化
八
年
の
篤
胤
事
績
と
し
て
「
春
ヨ
リ
始
メ

テ
．
○
古
道
大
意
．
○
俗
神
道
大
意
．
○
漢
學
大
意
．
○
佛
道
大
意
．
○
醫
道

大
意
．
○
歌
道
大
意
．
○
玉
多
須
喜
．
等
ノ
講
本
次
々
成
レ
リ
．」
と
あ
る
。

（
18
）　

中
川
（
二
〇
〇
五
）p.86

に
よ
る
と
、
篤
胤
は
文
政
三
年
、
天
保
二
年
な
ど

に
儒
学
批
判
の
か
ど
で
幕
府
か
ら
尋
問
を
受
け
、
天
保
一
一
年
に
は『
大
扶
桑

国
考
』
の
絶
版
と
板
木
没
収
が
江
戸
町
奉
行
か
ら
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

（
19
）　

吉
田
（
二
〇
一
二
）pp.234-237

に
よ
る
と
、
安
政
期
の
も
の
と
み
ら
れ
る

気
吹
屋
の
著
作
の
値
段
表
に
『
西
籍
慨
論
聞
書
』
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。
門
人
ら
は
そ
の
リ
ス
ト
を
も
と
に
清
書
本
を
手
に
入
れ
て
い
た
と
い
う
。

（
20
）　

吉
田
（
二
〇
一
二
）p.238

（
21
）　

調
査
資
料
の
ほ
か
に
、新
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ

れ
お
り
、
か
つ
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
「
西
籍
慨
論
」
の
系
統
を
示
す
。
Ｄ

類
①
と
同
系
は
東
京
学
芸
大
学
附
属
図
書
館
望
月
文
庫
本
（
書
誌ID

：

100217485

）、
Ｄ
類
②
と
同
系
は
東
京
学
芸
大
学
附
属
図
書
館
望
月
文
庫
本

（
書
誌ID

：100346897

）、
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫6/1/122

本
（
書
誌

ID
：100224864

）、
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫 6/1/118

本
（
書
誌ID

：

100304512
、100224954

）、
Ｅ
明
治
刊
本
と
同
版
は
東
北
大
学
附
属
図
書
館

和
算
資
料
藤
原
文
庫3809

本（
書
誌ID

: 100237947

）、
南
丹
市
立
文
化
博
物

館
小
出
文
庫9
本（
書
誌ID

：100109256

）、
大
洲
市
立
図
書
館
矢
野
玄
道
文
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庫22-168

本
（
書
誌ID

：100217485

）。

（
22
）　

調
査
資
料
の
う
ち
、
Ａ
本
、
Ｂ
②
、
Ｃ
①
②
は
所
蔵
元
で
実
物
・
写
真
を
確

認
し
た
。
Ｂ
①
、Ｄ
①
②
は
所
蔵
元
か
ら
モ
ノ
ク
ロ
の
紙
焼
き
複
写
を
取
り
寄

せ
た
。
Ｃ
③
は
新
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
書
誌ID

：

100261183
）、Ｅ
明
治
刊
本
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

参
照
し
た
。

（
23
）　

ま
た
、
Ａ
自
筆
稿
本
本
文
に
は
「
玉
の
真
柱
に
申
た
る
ご
と
く
」（
一
の
十

丁
ウ
）
と
、
文
化
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
る
『
霊
の
真
柱
』
が
登
場
す
る
。「
玉

の
真
柱
」の
存
在
が
周
知
さ
れ
、
参
照
で
き
る
時
点
で
な
い
と
で
き
な
い
語
り

か
け
が
Ａ
本
時
点
に
含
ま
れ
て
い
る
。

（
24
）　

自
筆
稿
本
か
ら
清
書
本
・
明
治
刊
本
に
採
用
さ
れ
て
い
な
い
本
文
は
数
多

い
の
で
留
め
置
き
、
清
書
本
・
明
治
刊
本
に
お
い
て
、
大
幅
な
増
補
や
、
整
理

の
あ
っ
た
文
章
の
範
囲
を
示
す
。
清
書
本
に
加
え
ら
れ
て
い
る
本
文
は
、一
の

巻
二
丁
オL10

「
其
は
」
～
三
丁
ウL2

「
ま
た
」、
四
丁
ウL4

「
さ
て
」
～
五

丁
オL9

「
で
厶
。」、
十
九
丁
ウL4

「
但

シ
」
～L6
「
で
厶
。」
が
存
す
る
。
自

筆
稿
本
と
文
章
内
容
の
不
一
致
が
あ
る
箇
所
に
は
、
一
の
巻
十
九
丁
ウL7

「
扨
」
～
二
十
二
丁
オL2

「
で
厶
。」、
二
十
六
丁
オL1
「
抑

く
」
～
二
十
八
丁

オ
「
た
る
が
。」、
二
の
巻
三
丁
オL4

「
な
ほ
」
～L10

「
で
厶
。」
が
存
す
る
。

明
治
刊
本
は
、
以
上
の
清
書
本
に
お
け
る
増
補
等
を
引
き
継
い
で
い
る
が
、
清

書
本
に
な
い
大
幅
な
文
章
の
増
補
箇
所
が
あ
る
。
上
巻
巻
末
に
『
西
籍
慨
論
』

の
成
立
・
出
版
の
経
緯
及
び
、「
西
籍
」
の
名
を
「
漢
籍
」
の
意
味
で
使
用
す

る
意
図
に
つ
い
て
銕
胤
の
説
明
が
付
く
。
も
う
一
つ
、上
巻
の
二
十
二
丁
ウL4

「
世

ノ
人
」
～
二
十
三
丁
ウL1

「
ナ
レ
バ
。」
ま
で
に
、
漢
学
者
批
判
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。
清
書
本
巻
之
一
で
は
二
十
五
丁
ウL7

「
世

ノ
人
」
～
二
十
六
丁
ウ

L1

「
な
れ
ば
。」
に
該
当
す
る
。

（
25
）　

滑
稽
本
、
風
来
山
人
著
、
宝
暦
一
三
〈
一
七
六
三
〉
年
刊
。

（
26
）　

中
川
（
二
〇
〇
五
）p.90

に
よ
る
と
、
本
稿
で
調
査
資
料
と
し
た
Ｃ
類
本
と

Ｄ
類
本
の
ほ
か
に
、
編
著
者
に
「
平
田
先
生
講
談
伝
聞
人
等
書
記
」
と
あ
る
も

の
や
、
各
巻
丁
数
が
異
な
る
も
の
が
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
今
回
の
調
査
結
果

か
ら
し
て
、木
活
字
本
の
言
語
資
料
と
し
て
の
性
格
は
明
ら
か
で
あ
る
と
考
え

る
。

（
27
）　

Ａ
本
は
、
朱
の
「
、」
を
組
み
込
み
、
原
文
の
訂
正
線
を
施
し
、
傍
記
さ
れ

て
い
る
挿
入
語
句
は
〈　

〉
に
囲
ん
で
示
し
た
。
欄
外
の
書
き
込
み
は
除
外
し

た
。

（
28
）　

引
用
し
た
箇
所
の
直
後
に
、「
此
ノ
二
翁

ノ
説
ヲ
。
ヨ
ク
考

ヘ
通
シ
テ
。」（
三

十
五
丁
ウ
）
と
あ
り
、
二
名
の
説
を
引
用
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。

（
29
）　

金
水
（
二
〇
〇
三
）pp.23-27

［
参
考
文
献
］

浅
川
哲
也
（
二
〇
〇
八
）「『
唐
詩
選
講
釈
』
と
『
唐
詩
選
広
解
』
の
指
定
表
現
に
つ

い
て
―
近
世
口
語
体
資
料
と
し
て
の
再
評
価
―
」『
近
代
語
研
究
』
一
四
集
、

近
代
語
学
会
、
武
蔵
野
書
院
、pp.153-172

―
（
二
〇
一
二
）「
稲
葉
黙
斎
『
孝
経
刋
誤
』
講
義
筆
録
に
あ
る
改
訂
箇
所

の
性
格
に
つ
い
て
―
崎
門
派
の
講
義
筆
録
は
講
義
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る

の
か
―
」『
近
代
語
研
究
』
一
六
集
、
近
代
語
学
会
、
武
蔵
野
書
院
、pp.69-

85―
（
二
〇
一
三
）「
漢
籍
国
字
解
『
唐
詩
選
国
字
解
』
と
そ
の
異
本
―
服
部

南
郭
は
『
唐
詩
選
国
字
解
』
の
講
述
者
で
は
な
い
―
」『
近
代
語
研
究
』
一
七

集
、
近
代
語
学
会
、
武
蔵
野
書
院
、pp.201-225

安
道
里
巳
（
一
九
九
六
）「
近
世
後
期
教
養
層
に
お
け
る
指
定
辞
ヂ
ャ
と
ダ
―
平
田

篤
胤
の
講
本
を
資
料
と
し
て
―
」『
大
分
大
学
国
語
の
研
究
』二
三
号
、pp.11-

20
小
田
切
良
知
（
一
九
四
三
ａ
）「
明
和
期
江
戸
語
に
つ
い
て
（
一
）
―
そ
の
上
方
的

傾
向
の
衰
退
―
」『
国
語
と
国
文
学
』
二
〇
巻
八
号
、pp.48-58

―
（
一
九
四
三
ｂ
）「
明
和
期
江
戸
語
に
つ
い
て
（
二
）
―
そ
の
上
方
的

傾
向
の
衰
退
―
」『
国
語
と
国
文
学
』
二
〇
巻
九
号
、pp.40-57
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金
田　

弘
（
一
九
八
〇
）「
漢
籍
国
字
解
と
そ
の
言
語
―
江
戸
崎
門
学
派
の
講
義
筆

記
を
中
心
に
―
」『
国
語
学
』
一
二
三
集
、pp.35-46

―
（
一
九
八
四
）「
後
期
江
戸
語
教
養
層
の
言
語
資
料
『
中
庸
筆
記
』
を
め

ぐ
っ
て
」
平
山
輝
男
博
士
古
稀
記
念
会
『
現
代
方
言
学
の
課
題　

第
三
巻　

史

的
研
究
篇
』
明
治
書
院
、pp.259-298

金
水　

敏（
二
〇
〇
三
）『
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
日
本
語　

役
割
語
の
謎
』〈
も
っ
と
知
り

た
い
！
日
本
語
〉
岩
波
書
店

木
坂　

基
（
一
九
八
八
ａ
）「
第
二
章　

幕
末
明
治
初
期
講
述
本
の
文
章
史
的
性
格　

第
三
節　

篤
胤
講
述
本
『
悟
道
辨
』『
古
道
大
意
』
の
文
章
」『
近
代
文
章
成
立

の
諸
相
』
和
泉
書
院
、pp.73-96
収
録

―
（
一
九
八
八
ｂ
）「
第
二
章　

幕
末
明
治
初
期
講
述
本
の
文
章
史
的
性
格　

第
四
節　

篤
胤
講
述
本
『
悟
道
辨
』
と
明
治
初
期
講
述
本
『
真
政
大
意
』
の
文

章
」『
近
代
文
章
成
立
の
諸
相
』
和
泉
書
院
、pp.97-111

収
録

後
藤　

剛
（
一
九
七
七
）「
平
田
篤
胤
の
講
説
筆
記
表
現
様
式
―
「
志
都
能
石
屋
」

を
中
心
と
し
て
―
」『
目
白
学
園
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
一
四
号
、

pp.168-158

―
（
一
九
七
八
）「
平
田
篤
胤
の
「
デ
ア
リ
マ
ス
」
に
つ
い
て
」『
目
白
学
園

女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
一
五
号
、pp.146-133

小
松
寿
雄
（
一
九
八
四
）『
江
戸
時
代
の
国
語　

江
戸
語
』
国
語
学
叢
書
七
、
東
京

堂
出
版

佐
久
間
俊
輔（
一
九
九
五
）「
明
治
初
年
の
神
道
系
講
釈
に
お
け
る
指
定
辞
」『
国
語

研
究
』
五
八
号
、pp.33-47

寺
島
浩
子
（
一
九
七
〇
）「
近
世
後
期
上
方
語
に
お
け
る
指
定
の
「
じ
や
」」『
近
代

語
研
究
』
六
集
、
武
蔵
野
書
院
、pp.591-622

寺
田
洋
枝
（
一
九
九
六
）「
江
戸
語
に
お
け
る
断
定
の
助
動
詞
「
ダ
」
と
「
ジ
ャ
」

―
江
戸
後
期
噺
本
を
資
料
と
し
て
―
」『
国
学
院
雑
誌
』九
七
巻
七
号
、pp.24-

4 0

中
川
和
明
（
二
〇
〇
五
）「
平
田
篤
胤
の
『
西
籍
慨
論
』
の
形
成
と
刊
行
」『
日
本
宗

教
文
化
史
研
究
』
九
巻
一
号
、
日
本
宗
教
文
化
史
学
会
、pp.84-96

前
田
桂
子（
一
九
九
二
）「
江
戸
噺
本
の
指
定
の
助
動
詞
ダ
と
ジ
ャ
」『
筑
紫
語
学
研

究
』
三
号
、pp.16-26

山
田
孝
雄
（
一
九
四
〇
）『
平
田
篤
胤
』
宝
文
館
、 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1 913588

吉
田
麻
子
（
二
〇
一
二
）『
知
の
共
鳴　

平
田
篤
胤
を
め
ぐ
る
書
物
の
社
会
史
』
ぺ

り
か
ん
社

［
参
考
サ
イ
ト
］

秋
田
県
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

　

http://da.apl.pref.akita.jp/koubun/

国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

　

https://kotenseki.nijl.ac.jp/?ln=ja

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

http://dl.ndl.go.jp/

［
付
記
］

資
料
の
閲
覧
・
撮
影
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
秋
田
公
文
書
館
、
関
西
大
学
付
属
図
書

館
、
岡
島
昭
浩
先
生
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
い
ち
じ
・
え
い　

本
学
助
教
）

43


